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下関市豊田地域広域協定運営委員会設立 
～共同活動の継続で持続可能な農村を～ 

ホタルの里の農業を守る 
                                

下関市豊田町におい

て、地域の保全と持続可

能な農業を目指し「下関

市豊田地域広域協定運営

委員会」が 4 月 10 日に

設立されました。 

当地域は平成 19 年度

より「殿居地域保全隊」

「豊田中地域保全隊」

「豊田東地域保全隊」の

3 活動組織でそれぞれ活

動(農地維持、資源向上)

に取組んで来られまし

た。しかしながら、農業

を取り巻く非常に厳しい

状況に対応し、今後も本

制度を継続して取組むた

めの方策として、平成

30 年 1 月から広域化検討委員会を定期的に開催し、合意形成を図りながら設立の運びとなりま

した。 

設立総会では、下関市豊田町土地改良区吉本理事長より「耕作放棄地の解消が大きな課題と

なっている。広域化により組織強化を図り、あわせて法人化を進め農地を守っていく。そして

産地交付金を活用しながら、農村振興を進めることで、より収益性の高い団体として農業経営

ができれば、この広域化組織設立の意味合いが大きい。」と挨拶をされました。 

また、山口県下関農林事務所福本所長の祝辞に続き、下関市長からのお祝いのメッセージと

して、「新たな時代の幕開けとなる、新元号令和を迎える年に相応しく、本運営委員会が山口県

下最大の取組面積を持つ広域活動組織となり、ますますの御発展を祈念したい。」と下関市豊田

総合支所の藤本支所長よりご披露がありました。 

引続き議事に入り、すべての議事が承認され山口県下最大の取組面積となる広域活動組織が

誕生しました。 

・・・組織の概要・・・ 

農地面積 1,001.5ha(田 973.9ha  畑 27.6ha) 

施  設 水路 229.4km  パイプライン 11.0km  農道 89.1km ため池 89 箇所 

交付金額 農地維持          29,771,300 円/年 

     資源向上(共同)     17,829,612 円/年 

     資源向上(長寿命化) 43,407,000 円/年 

     合計               91,007,912 円/年 
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